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平成２８年１月１２日
高齢者いきいき安心センター　管理者　様

居宅介護支援事業所　管理者　様

松戸市長　本郷谷 健次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　公 印 省 略　）
介護予防手帳の活用について（通知）
時下貴職におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

日頃より、高齢者保健福祉事業にご高配を賜り、心より感謝申し上げます。

さて、介護予防手帳の活用については、平成２８年１月６日付け松福高第２６５号をもって活用方法をお示ししたところですが、今般、厚生労働省老健局振興課より平成２７年度地域支援事業実施要綱確定版（未決裁）の送付がありました。

つきましては、当該実施要綱に基づき「介護予防手帳の活用について」を別添のとおり改めましたので、通知いたします。
記
１　変更点
　（１）交付対象者の拡大　　　
	旧
	新

	・介護予防・日常生活支援総合事業対象者のうちケアマネジメントＣ（初回のみの介護予防ケアマネジメント）の対象となった方
・通所型サービスＣを終了した方
・地域包括支援センター及び指定居宅介護支援事業所が関わった方で、交付することによって介護予防の効果が期待できる方
	・介護予防・日常生活支援総合事業対象者

・その他、地域包括支援センター及び指定居宅介護支援事業所が関わった方で、交付することによって介護予防の効果が期待できる方




　（２）「活用の際の留意点」新規追記

介護予防手帳の活用について（平成２８年１月１２日版）
１　主な交付対象者
　・介護予防・日常生活支援総合事業対象者
　・その他、地域包括支援センター及び指定居宅介護支援事業所が関わった方で、交付することによって介護予防の効果が期待できる方
　
２　介護予防手帳の作成方針
　　高齢者の持ち歩きや個人情報保護を考慮した簡易なセルフケアマネジメントツールとして【携行用】を作成しました。本人の興味・関心を確認し、それに基づいた生活の目標を設定、それに向けて自身で取り組む活動を決め、自分一人では難しいことについては、家族・知人の助けや支援・サービスを設定できるようになっています。
　　なお、平成２８年度は、【携行用】と【保管用】を作成する予定となっています。
３　配布時の利用者への説明
　　以下の流れで介護予防手帳を利用する方にご説明して下さい。
（１）介護予防の重要性を伝える。
（２）介護予防の効果を高めるには、「セルフケアマネジメント」（自己管理）の力を高めることが重要であることを伝える。
（３）介護予防手帳の活用方法を一緒に確認する。
① 自分の興味・関心・得意なことを確認する
② 自分の生活の目標を設定する
③ 目標達成に向けた活動の計画をたてる
④ 活動の経過を記録して、目標の達成状況を確認する
⑤ 自分の活動に関わる人に、目標への取り組みを確認してもらう
（４）手帳を活用する中で、何かわからないことや困ったことがあった場合や、心身の状態が悪くなってきたらと感じたら、指定居宅介護支援事業所、地域包括支援センターまたは高齢者支援課へ相談する。
４　活用の際の留意点

　　　特にケアマネジメントＣ（初回のみの介護予防ケアマネジメント）の対
象となった方、通所型サービスＣを利用する方については、介護予防に意

欲的に取り組めるように介護予防手帳を活用し、対象者の具体的な目標の

明確化を行う。
【問い合わせ先】


松戸市高齢者支援課 介護予防班


　　　担当：吉野・守田・関根


〒271-8588　千葉県松戸市根本387-5　


Tel　047-366-7343　　Fax　047-366-7748


E-Mail　mckaigoyobou@city.matsudo.chiba.jp
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